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研究成果の概要（和文）：線維柱帯切除術と呼ばれる緑内障手術が不成功におちいる患者素因を

明らかにした。開放隅角緑内障では、白内障手術の既往のある患者には線維柱帯切除術が効き

にくいことがあきらかとなった。ぶどう膜炎続発緑内障では、白内障手術の既往と肉芽腫性ぶ

どう膜炎を合併していることが手術成績を悪化させる因子であった。抗 VEGF 治療薬ベバシズマ

ブを眼内に注射すると、線維柱帯切除術の合併症を減らすことができ、手術の短期成績も改善

することがわかった。 

 
研究成果の概要（英文）：We identified risk factors for surgical failure of trabeculectomy, 
a major surgery for glaucoma patients. In open-glaucoma patients, previous cataract 
surgery is a significant risk factor for the surgical failure while previous cataract 
surgery and granulomatous uveitis-type are risk factors in uveitic glaucoma patients. 
An anti-VEGF drug, bevacizumab, reduces surgical complications, and improves the 
short-term surgical success of trabeculectomy.  
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１．研究開始当初の背景 

 緑内障治療の原則は安定した眼圧管理で

あり、薬物療法でコントロールできない眼圧

は、線維柱帯切除術などの濾過手術で下降さ

せる。しかし、線維芽細胞の増殖と細胞外基

質の過剰産生を伴う瘢痕形成が生じて、濾過

経路の閉鎖と眼圧再上昇がみられることが

多い。 
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 濾過経路閉鎖を引き起こす患者背景因子

の同定とその分子メカニズムの解明、薬物に

よる線維柱帯切除術の成績改善を目的に研

究をおこなった。 

 

３．研究の方法 

 線維柱帯切除術をおこなった症例の患者

背景因子の多変量解析をおこない、手術成績

に有意に影響を与える因子を同定した。また、

その因子を有する患者とない患者の前向き

臨床試験による比較検討をおこなった。手術

不成功になった症例に過剰発現する前房水

内のサイトカインを同定し、そのサイトカイ

ンをウサギ眼に注射し、その影響を観察した。

抗 VEGF 治療薬ベバシズマブを併用した線維

柱帯切除術をおこない、その効果を検討した。 

 

４．研究成果 

 原発開放隅角緑内障や落屑緑内障患者を

対象にしたトラベクレクトミーの術後成績

の解析では、超音波白内障手術を受けた症例

の方が統計学的有意に手術成績不良である

ことがしめされた。その他の因子として、術

前の高眼圧、若年者がトラベクレクトミー予

後不良であることが算出された。ぶどう膜炎

を対象としたトラベクレクトミーの手術予

後不良因子の解析では、過去の白内障手術の

既往と肉芽腫性ぶどう膜炎が有意な手術予

後悪化因子であることがしめされた。超音波

白内障手術の既往のある症例と既往の無い

症例との比較前向き臨床試験では統計学的

有意に超音波白内障手術を受けた症例の方

が術後成績不良である結果が確認された。前

房水のタンパク組成を multiplex 

immunoassay で解析したところ、超音波白内

障手術を受けたことのある患者において炎

症性サイトカインが上昇していた。ウサギの

眼内に炎症性サイトカインを注射したとこ

ろ、線維柱帯組織に炎症細胞の蓄積がみられ、

眼内炎症を惹起することがしめされた。また、

ベバシズマブの投与により、トラベクレクト

ミーの術後前房出血の合併症を減少させる

ことができ、術後早期の手術成績を改善した。 
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